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ン君もコス島に向かう途中 船が転覆、溺死し、ボドルムの海岸に打ち上げられた） 。難民たちは簡素な木製のボートやゴムボ に救命胴衣を着けて乗り込み、ギリシャ、そしてその先 西欧諸国にたどり着くことを夢見て出航する。　「希望の旅路」 （
um
ut yolculuğu ）
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パ行に希望を託している姿もみることができる。クルディ氏が、難民たちから多額の金を受け取っていたのは事実かもしれない。そして、そうした彼のトルコで 生活がそれほど困窮していたわけではないことは数々の報道から明 かに っている。しかし、彼らが「イスラム国」の攻撃からシリア（コバニ、あるいはアイン・アル＝アラブ）を追われ、トルコに逃げてきた もまた事実であり、安全とは程遠い船に乗ってヨーロッパを目指していた。彼を一方的に「実は悪人だった」 「同情する価値はない」と決めつけることはできない。糾弾すべきは誰なの 。 「難民ビジネス」に乗じてもう を得ようとした密航業者だろうか。しか 、時にそうした人々は難民たち自身でもある。　
同様の問題を孕んだ衝撃的な事実

























いということは、彼のトルコへの入国のそもそもの目的がテロであったと考えるのが妥当だろう。このことは、 「難民 テロリストの区別をどうするのか」という難民対策の難しさを浮き彫りにすると同時に、難民に対するトルコ国民の感情にも大きく影響したと思われる。　「アイラン君の写真は世界の難民問題への見方を大きく変えた 。アイラン君の事件後にトルコ 新聞紙上でよく目にした一文である。多くの人が、小さな男の子が海岸に横たわる姿に自身の家族・子供の姿を重ね、難民問題は一気に身近な問題として捉えられるようになった。しかし、その背景にある難民をめぐる状況につい はまだ身近になったとは言い難い。 して冒頭で紹介したように、 「事態は何も変わらなかっ 」 。　日本のメディアからはほとんど伝
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